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アンカー コーチスクリュー下穴

照明器具 吊下げセンター

【図３】

電源線

【図１】のように、コーチスクリュー下穴を開けます。コーチスクリュー

下穴は実際に使うコーチスクリュー㋕の径にあった下穴を開けます。

取付ブラケットⒶをアンカーボルト㋐にワッシャー㋑とナット㋒㋓で取

付け、ワッシャー㋔とコーチスクリュー㋕で固定します。

【図２】チェーンホルダーⒷにニップルⒸを終点まで挿入し、ナットⒹで

しっかりと固定します。ニップルⒸを取付ブラケットⒶに挿入しナット

ⒺⒻで仮固定します。キャノピⒼをチェーンホルダーⒷに通し装飾ナット

Ⓗで仮固定します。キャノピⒼと天井の隙がなくなるようにチェーン

ホルダーⒷを回転して、チェーンホルダーⒷとニップルⒸの上下位置を

調整します。調整を終えたら、装飾ナットⒽとキャノピⒼをはずし、

ナットⒺⒻで取付ブラケットⒶとニップルⒸをしっかり固定します。

【図３】チェーンの一端をリングキャッチⒿで照明器具に付け、装飾

ナットⒽとキャノピⒼをチェーンに通します。チェーンのもう一端を

リングキャッチⒿでチェーンホルダーⒷに付けます。リングキャッチⒿを

閉じます。照明器具の電線をチェーン・装飾ナットⒽ・キャノピⒼ・

チェーンホルダーⒷ・ニップルⒸに通し、ニップルの先端から出します。

（ニップルⒸが管ではなくボルト仕様の場合は、キャノピⒼの穴から電線

を通します。）電線の結線方法 [下図 ]に従い、電源線と照明器具の電線を

結線します。キャノピⒼをチェーンホルダーⒷに装飾ナットⒽで固定します。

取付部の強度が不十分な場合

器具落下の原因になります。！

【図４】ワイヤーⓀが付いている場合は、ワイヤーⓀを取付ブラケットⒶ

に巻き、ワイヤーストッパーⓁでしっかり固定します。照明器具の重さは

チェーンで支えるようにし、ワイヤーⓀには荷重がかからないように少し

のたるみを持たせます。（ワイヤーは万一の場合の保険です）

本体の組立て方は、各照明器具の説明書を参照して下さい。

取付には電気工事士の資格が必要です。電気工事店にご依頼下さい。

この照明器具は、照明器具の重さに十分耐えられる建物の構造体に直接

取付けて下さい。下記は取付方法の一例を示します。建物の構造が下記

例と異なる場合も、本取付方法を参考に同等の取付けを行って下さい。

作業を行う前に電源ブレーカーを必ず遮断して下さい。

Ｌ

電線の結線方法
電源線（白）

電源線（黒） 照明器具電線

照明器具電線

黒　または

丸形断面

※　アース線の接地工事は省略できます。

　　（乾燥した場所に取付ける場合）

電線被覆のはぎ取り長さ： Ｌ

電線をコネクタに差込み、コネクタが動かなく

なるまで締め付けます。コネクタから電線を

軽く引張り、 電線が外れないか確認します。

白　または

角形断面

天井材

㋕ コーチスクリュー
　　d=9
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ねじ込み形コネクタが同梱されている場合

天井根太

天井根太 (ダブル：重い場合）
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上下位置調整

【図２】

コーチスクリュー下穴
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※ アンカーボルトがない場合は、コーチスクリュー２個で取付けます。


